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植
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
!!
け・

・し

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
、
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
色
鮮
や
か

で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多

く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の

植
物
と
し
て
人
気
の
植
物
で
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
、
園
芸
用
の
け
し

と
区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出

水
保
健
所
管
内
に
自
生
す
る
、
不
正

け
し
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）
が
多
数

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
出
水
保
健
所
管

内
の
抜
去
本
数
は
１
２
６
５
６
本
と

県
内
の
総
抜
去
本
数
の
お
よ
そ
８
割

を
占
め
、
さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
り
、
こ
れ
に
似
た
植
物
を
見
か

け
た
場
合
は
、
抜
い
た
り
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
出
水
保
健
所
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係
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出水保健所管内不正けし除去本数
（平成 26 年度 11 月末時点）

年　度

抜
去
本
数
（
本
）

出水保健所管内
12,656 本（79％）

その他地域
3,393 本（21％）

平成 25 年度における
出水地区での抜去割合

県内抜去本数＝ 16,049 本

特徴（セティゲルム種）
①花びらは４枚で薄紫色
　（先端は白に近い色）
②開花期の草丈は 50 ～ 100 ㌢
③葉・茎・つぼみなどは緑色
④つぼみの周辺に毛がある
⑤葉は、葉の付け根で茎を巻き
込むようにつく（写真）
⑥つぼみは、開花時に上を向き、
散っても上を向いたまま

第
８
回
関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会

　

関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、
第
８
回
関
西
な
が

し
ま
会
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
島
町
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
故
郷

の
近
況
な
ど
を
聞
い
て
、『
さ
つ
ま
島
美
人
』

で
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

会
で
は
、
出
身
者
３
名
に
よ
る
演
芸
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
在
住
で
、
長
島
町
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
が

集
う
、
年
１
回
の
「
ふ
る
さ
と
デ
ー
」
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

３
月
29
日
（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
受
付　

午
前
10
時
45
分
～
）

○
開
催
場
所

　

太
閤
園
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
）

　

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
―
10

　

☎
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（
６
３
５
６
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１
１
０

○
会
費

　

男
性
＝
９
千
円

　

女
性
＝
８
千
円

○
交
通
機
関

　

Ｊ
Ｒ
東
西
線

　
「
大
阪
城
北
詰
駅
」
下
車

　

３
号
出
入
口
か
ら
徒
歩
約
３
分　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

赤
瀨　

隆
治
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↑第７回交流会に参加した会員の皆さん

9 広報ながしま


